
ア
ヴ

ェ
ス

タ
ー
語

詞
s
u
r
a
-
に

っ
い

て

(
森
)

ア
ヴ

ェ
ス
タ

ー
語

詞
s
u
r
a

に

つ
い
て

森

茂

男

A
v
.
 
s
u
r
a
 

の

一
般
的
解
釈

は
,
O
i
n
d
.
 
s
u
r
a
,
 
k
u
r
i
o
s
 
p
o
w
e
r
f
u
l
,

に
対

応
す
る
と
し

て
,
語
義
を

「
強
い
」
と
す
る
。
そ

の
印
欧
語
根
を
k
e
w

"s
c
h
w
e
l
l
e
n
,

に
求

め
る

(
P
o
k
o
r
n
y
 
5
9
2
,
 
e
t
c
)
.
A
v
e
s
t
a

に
お

い
て
S
u
r
a

は
e
p
i
t
h
e
t

と
し

て
使
用
さ
れ
る
事
例
が
全
て
で
あ

る
。
そ
の
為

同
説

に
対
す

る
反
論
は
過
去
に
J
.
 
H
e
r
t
e
l

と
そ

の
同
調
者

に
よ

つ
て
行
な
わ
れ
た
の
み
で
,

今
日
の
イ

ラ
ン
学

者
は

(
様

に

「
強

い
」
説

に
立

つ
(
1
)
.

だ
が
同
説

に
は
幾

つ
か

の
致
命
的

限
界

が
存
在
す
る
。

そ
の

一
つ
は
u
s
a
h
-
 
s
u
r
a

(
V
i
d
.
 
1
5
,
 
4
4
;
 
F
,
 
2
4
5
;
 
Y
t
.
 
5
)

の
解
釈
。

現

在
二
説

が
存
在
し
,

一
方

は

「
強

い
曙
」

と
解

す

る
。
他

方

は
s
u
r
a
-を

s
v
a
r
-
M
o
r
g
e
n
,

の
t
h
e
m
a
t
i
z
e
d
 
f
o
r
m

と
見
倣

し

「
朝

の
曙
」
と
す
る
(
2
)
.

し
か

し
後
者

は
曙
の
属

性
と
し
て

「
強

い
」
が
妥
当
性
を
欠
く

た
め
に
提
出

さ
れ
た

も
の
で
,
基
本
的

に
は

「
強

い
」
説
に
立

つ
。
前
者

の
誤

り
は

「
強

い
」
を
u
s
a
h

の
e
p
i
t
e
t
と
し

た
点
に
あ
る
。
O
i
n
d
.
 
u
s
a
s

-
は
曙

光
神
と
し

て
R
g
v
e
d
aに

見

え
る

が
,

そ
の
本
質
的
特
徴

は
光
り
輝
く
様
態

に
あ
る

(
c
f
.
 
R
V
.
 
I
,
 
4
8

(3
)
 

1
,
e
t
c
)
.
当
然

か
か
る
e
p
i
t
h
e
t

を
最
も
多
く
持

つ
。

一
方
A
V
.
に
見
え
る

限
り
u
s
a
h
は
自
然
現
象

の
曙
を
指
す
例
が
ほ
と
ん
ど

で
,
神
格

と
す
る
讃
歌

で
も
輝
く
神
と
し

て
描
く

(
G
a
h
 
5
,
5
)
.

「
強

い
」
説

は
s
u
r
a
と
の
語

形

類

似
以
外

に
積
極
的
根
拠

は
無

い
。
「朝

の
曙
」
説

は

「
男

の
少
年
し

の
類

の
論
理

で
無
意
味
。
仮
説

と
し
て
s
u
r
aを

「
輝
く
」
の
意
味
に
解
し
た

い
。

s
u
r
a
-
が
a
m
a
v
a
n
t
-
と
並

置
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
Y
t
.
 
t
r
i
m

s
t
a
r
e
m
 
r
a
e
v
a
n
h
a
n
t
m
 
s
u
r
e
m
 
b
e
r
a
t
e
m
 
a
m
a

v
a
n
t
e
m

…
…
,
(
燦
然
と
輝
き

フ
ワ
ル
ナ
フ
を
持

つ
ゴ

蜂
曙
甲

星
,

…
…
s
u
r
a

な
る
背
高
く
力
強

い

〔そ

の
星
を
〕
)
に
お

い
て
s
u
r
e
m
以
下

は

日
一警

の

e
p
i
t
h
e
t

列
挙
か
ら
成
る
。
目

警
・
の
最
も
重
要
な
属
性
が
そ

の
輝
き

に
あ

る
こ

,と
は
言

う
迄
も
な

い
。
だ
が
s
u
r
a
を
通
説
に
従

う
と

こ
の
属

性

の

記
述

欠

除
,
「
強

い
」
な
る
属
性

の
重
複
,

と
い
う
非
常
に
不
合
理
な
解

釈

に
陥

る
。

e
p
i
t
h
e
t

列
挙
か
ら
成
る
T
e
x
tに
お

い
て
,
同

一
文
中
に
同
じ
属
性

の
e
p
i
t
h
e
t

が
隣
接
乃

至
近
接
位

置
で
操

返
し
現
れ
る
こ
と
は
見
ら
れ
な

い
か
ら

で
あ
る
。

強
調
表
現
技
法
と
し

て
の
重
複
は
た

い
て

い

〔原
級
的
価
値
〕
＋

〔最
上
級
的
価

(4
)
 

値
〕

の
形
を
と
る

(
c
f
.
 
s
u
r
a
 
s
e
v
i
s
t
e
m
,
 
e
t
c
)
.
故

に

s
u
r
a
,
 
a
m
a
v
a
n
t

を
強

調
表
現

の

一
つ
と
見

る

こ
と

は

で

き

ず
,

ま

し

て

s
u
r
a--
a
m
a
v
a
r
a
n
t

は
誤
り
と

せ
ざ
る
を
え
な

い
。
と
こ
ろ
で
.
a
m
a
v
a
i
t
i
m

x
s
o
i
n
i
m
 
b
e
r
e
a
t
i
m

(
Y
t
.
 
5
,
 
1
5
)

な
る
A
n
h
i
t
aの
e
p
i
t
h
e
t
列
挙

が
存
在
す

る
。
S
s
o
i
t
n
i
は

「
輝
く
」
の
意
。
す
る
と
筆
者

の
仮

説
に
よ
れ
ば

Y
t
.
 
5
,
 
4

と
団
け

伊

崩

は
あ
る
定
型
表
現

に
従

つ
た
類
似
表
現

と
見
倣

せ
る
。

従

つ
て
s
u
r
a-
を

「
輝
く
」

と
解
す
る

こ
と
で
Y
t
.
 
5
,
 
4

は
合
理
的
解
釈

を

得
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

 

(5
)
 

さ
て
s
u
r
a-
h

「
輝
く
」

の
語
源
は
次

の
通
り
。
O
i
n
d
.
 
s
u
b
h
r
a

は
I
E
.
 
w
k
w
r
o
b
h
 
r
o

に
遡
り
,

語
根

は
k
w
k
w
 
k
w
b
h

(
>
s
u
c
,
s
u
b
h
)
.

こ
れ
ら
は
k
e
w

に
語
根
拡
張
素
k
w
k
 
b
h
-
が

つ

い
た
も

の

(
k
e
w
k
 
e
t
i
>
s
o
c
a
t
i
,
 
k
e
w
b
h
-
e
t
i

>
s
o
b
h
a
t
e
)
.

語

根

拡

張
素
に

は

一
l
a
r
y
n
g
e
a
l

の
H

も
含
ま
れ
る

(
c
f
.
 
g
w
m
h

>
g
a
-
g
w
e
m>

g
a
m
-
)
.
故
に
2
k
w

＋
H
>
k
w
H

も
理
論
的
に
存

在

し
,

O
i
n
d
.
 
s
v
a
s
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(s
u
v
a
s
)
<
k
w
h
-
e
s
,
 
A
v
.
 
s
u
i
r
y
a

「
朝
食
」
<
k
w
h
r
-
y
o
(
A
v
.
 
v
s
a
r

<
k
w
H
e
r
,
 
c
f
.
 
O
i
n
d
.
 
s
v
a
r
:
 
s
u
r
y

<
s
w
H
e
l
 
s
w
h
l
-
y
o
)

等

の

語
根
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
上
述
例
か
ら
解
る
様
に

-
r
o
は
語
根

の
弱

階
梯

に

つ
く

(
w
a
c
k
 
D
e
b
r
.
 
I
I
-
2
,
 
8
5
2
)

。

こ
れ
よ
り
k
w
H
-
r
o
>
A
v
.
s
u
r
a

「
輝
く
」
と

い
う
形
容

詞
が
導

か
れ
る
。
同
時
に
A
v
.
 
s
u
「
輝

く
」
と

い

う
動
詞
語
根
も
設
定

で
き
よ
う
。

次
に
s
u
r
a
「輝
く
」

が
持

つ
神
格

の
e
p
e
t

と
し
て
の
妥
当
性

に

つ
い

て
粗
描

す
る
。
A
h
u
r
a
-
M
a
z
d
a

-
も
s
u
r
a
な
る
e
p
i
t
h
e
t
を

と

る

(
Y
t
.

1
,
 
1
5
)

。

一
方
V
i
d
.
 
1
9
,
 
2
3

に
は

「輝
く
者

に
よ
り

造

成

さ

れ

た
光

明

の

(s
u
r
o
 
w
a
r
s
t
a
m
 
r
a
c
a
h
a
h
a
m
)

」
な
る
句
が
見

え
る
。
後
期
ゾ

ロ
ア

ス

タ
ー
教
文
献

の
B
u
n
d
a
h
s
n
 
T
D
2
,
 
1
1
2
-
4

に
は
、
O
h
r
m
a
z
d
は
有
象

世

界

の

光
明

(
g
e
t
i
g
 
r
o
s
n
i
h
)

を
創
成
し
た
と
あ

る
。
ま
た
同
書
T
D
2
,
2
1で
は
、

同
神
が
無
始
光
明

(
a
s
a
r
 
r
o
s
n
i
h
)

と
同

一
視
さ
れ
て
い
る
。
更
に
P
a
h
a
v
i

R
i
v
a
y
 
a
c
c
o
m
p

b
y
u
n
g
 
D
a
d
s
t
a
n
 
i
 
D
e
n
i
g

な
る
文
献

で
は
、
光

明

は

無
始

光
明
で
あ
る
a
b
z
a
rか
ら
創
造
さ
れ
た
と
あ

る
。
菩
N
胃

は
Z
a
n
d
に

お
い
て
s
u
r
a-
の
訳
語

と
し
て
用

い
ら
れ

て
い
る

の
で
s
u
r
a--

「
無
始
光
明
」

の
こ
と
。
す

る
と
s
u
r
o
w
a
r
s
t
a
と
は

「
A
h
.
 
M
.
 

に
よ
り
造
成
さ
れ
た
」

と
同
義

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
上
記
引
用
の
ゾ
教

テ
キ
ス
ト
が
V
i
d
.
 
1
9
,
 
2
3

の

引
用
句

の
中
世

ペ
ル
シ
ア
語
的
表
現
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
以
上

よ

り
s
u
r
a

が
ゾ
教

の
伝
統

に
お

い
て

「
輝
く
も

の
」

の
意
味

に
理
解

さ
れ

て
い
た

こ
と

は

明
白
で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
A
h
.
 
M
.
 
の
e
p
i
t
h
e
t

た
る
s
u
r
a
-を

「
輝
く
」
の

意
味
に
解
す

こ
と
が

で
き
る
。
戦
闘
神

と
し

て
も
知
ら
れ
る
M
i
t
h
r
a
も
s
u
r
a

を
e
p
i
t
h
e
t

に
と
る
。
同
神

は
光
明
神

と
し
て
の
重
要
な

側
面
を
有
す

る
。
例

え
ば
、

そ
の
顔

は
T
i
s
t
r
y
aの
如
く
輝
く

(
Y
t
.
 
1
0
,
 
5
2
4
)

と
か

、
肢

体
は

輝
き
、
月

の
如
く
光
明

を
授
け

ら
れ
て
い
る

(
Y
t
.
 
4
0
,
 
4
)

な
ど

の
叙

述

が

あ
る
。
然
る
に
s
u
r
a-を
通
説

に
従

え
ば
、
か
か
る
側
面
を
表
示
す
る
e
p
i
t
h
e
r

が
存
在
し
な
い
と
い
う
不
合
理
な
結
果
に
至

る
。
最

後

に
A
n
a
h
i
t
a
は
A
V
.

に
お
い
て
A
r
e
d
v
i
 
S
u
r
a
 
A
n
a
l
i
t
a

と
招
呼

さ
れ
て
い
る
。
同
神

は
戦

闘
神

で
も
あ
る

の
で
、
s
u
r
a
-
を
か
か
る
側
面

の
e
p
i
t
h
e
t

と
さ
れ
て
き
た

。
だ

が

一
方

に
お
い
て
同
神
は
黄
金

の
如
く
光

り
輝
く
衣
裳
を

つ
け
て
い
る
と
詳
細
に

述

べ
ら
れ
て
い
る
(
Y
t
.
 
5
,
 
1
5
4
-
2
4
)

。
ま
た
同
神

の
居
処
は
星
に
あ

る

と

さ

れ
る

(
Y
t
.
 
5
,
 
4
4
)

。
ち
な
み
に
M
p
e
r
s
.
 
A
n
a
h
i
d
 
N
p
e
r
s
 
N
a
h

は
も

つ

ば

ら
金
星

の
意
味
に
使

用
さ
れ
て

い
る
。
以
上
よ
り
、
s
u
r
aを
同
神

の
か

か

る
様
態
を
示
す
e
p
i
t
h
e
t
と
考
え

る
。

以

上
、
A
v
.
 
s
u
r
a

の
語
義

は

「
輝
く
」

で
あ

る
こ
と
を
要
約

し
て
論
証

し

た
。
詳
細
は
他

の
機
会

に
発
表

し
た
い
。

1
E
.
 
B
e
n
v
e
n
i
s
t
e
 
L
e
v
o
b
u
p
e
e

n
n
e
s
,
 
p
a
r
i
s
 
6
7
4
6
,
 
I
I
,
 
p
p
 
W
b
 
4
6
5

に
詳

し
い
論
述

が
あ
る
。

2

B
a
r
t
h
a
l
o
m
a
c

p
 
2
4
2
,
 

び
I
.
 
G
e
s
h
c
h
,
 
A
s
t
a
n

H
y
m
n
 
t
o
 
M
h
a
.
 
C
a
m
e
 
5
4
4
,
 
p
.
 
4
1

な
ど
を
参

照
。

3

N
a
i
g
h
a
n
t
k
a
 
I
,
 
5

に

見

え

る
U
s
a
s
 
e
p
i
t
h
e
t一
六
個

の

う

ち

「
輝
く
」

の
意
味
範
躊

に
属
す
る

の
は
七
個
あ
る
。
c
f
.
 
J
.
 
G
o
a
,
 
E
p

i
t
h
e
t
s
 
i
n
 
t
h
e
 
R
g
v
e
d
a
,
 
T
h
e
 
1
6
4
,
 
p
.
 
1
4
f
f

4

典
例
は
Y
t
,
 
1
3
,
 
2
4
;
 
Y
t
.
 
6
,
 
e
t
c
.

5
O
n
l
d
 
s
u
r
a

-
の
語
構
造

と
の
類
推

は
非
常

に
参
考
に
な
る
。
c
f
.
 
M

M
a
y
r
h
o
e
r
,
 
K
u
r
z
g
e
f
a
t
 
d
e
s

A
l
t
i
n
d
i
s
c
h
e
n
,
 
I
I
I
,
 
s
a
v
c
h
,
 
s
v
a
y
a
t
i

s
v
a
h
,
 
e
t
c
.

6

こ
の
問

題

に

つ

い

て
、
J
.
 
C
.
 
T
a
d
a
o
-
I
r
a
n
c
a

E
h
r
e
n
g
o
a
n
e
 
f
u
r
 
W
.
 
G
e
p
z
i
g
 
5
4
2
,
 
S
.
 
2
3
9
f
f

を

見

よ
。

ア
ヴ

ェ
ス

タ

ー
語

詞
s
u
r
a

に

つ
い

て

(
森
)
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